
麦をめぐる事情について

（小麦）

農産局

令 和 ６ 年 ３ 月



○ 小麦は需要量の約８割以上を外国から輸入。国内産小麦は民間流通により取引されており、国内産

小麦では量的又は質的に満たせない需要分について、政府が国家貿易により外国産小麦を計画的に

輸入し、需要者に売り渡しているところ。

○ また、米とは異なり、最終的にパンや麺として消費するため、各種の加工工程を経て流通。

○ 小麦は、主に製粉企業が製粉して小麦粉にし、その小麦粉を原料として二次加工メーカーがパン・麺・

菓子等を製造。

注：流通量は過去５年（H30～R4年度）の平均数量である。

小麦の流通の現状（食糧用）
（単位：万トン）
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小麦の流通の概要
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外国産小麦の
銘柄

カナダ産ウェスタン・
レッド・スプリング

（１ＣＷ）

アメリカ産ダーク・
ノーザン・スプリング

（ＤＮＳ）

アメリカ産ハード・
レッド・ウィンター

（ＨＲＷ）

オーストラリア産
スタンダ－ド・ホワイト

（ＡＳＷ）

アメリカ産ウェスタン・
ホワイト（ＷＷ）

輸入数量
470万トン

146万トン 80万トン 85万トン 70万トン 62万トン

小麦粉の種類 強力粉 準強力粉 中力粉 薄力粉

主な用途

食パン 中華麺
ギョウザの皮

うどん カステラ、ケ－キ
和菓子、天ぷら粉

ビスケット

たんぱく質の
含有量

11.5～13.0％ 10.5～12.5％ 7.5～10.5％ 6.5～9.0％

小麦の種類と用途

○ 原料として使用される小麦の種類は、小麦粉の種類・用途に応じて異なっているところ。

○ 小麦粉の種類は、たんぱく質の量によって、強力粉（パン用）、準強力粉（中華麺用）、中力

粉（うどん用）、薄力粉（菓子用）に分類。

２

注１：輸入数量及び国内産小麦流通量は、過去５年（H30～R4年度）の平均数量である。
注２：輸入数量は、５銘柄以外の銘柄（デュラム小麦等）27万トンを含む。
注３：国内産小麦流通量は、集荷団体からの聞き取り数量である。

用途 パン用品種 中華麺用品種 日本麺用品種等

国内産小麦流通量
88万トン

15.6万トン(17.7％)

  北海道産ゆめちから (9.7万トン)
  北海道産春よ恋（4.1万トン）

福岡県産ちくしＷ２号【ラー麦】 
(0.7万トン)

  北海道産きたほなみ（48.6万トン）

1.1万トン(1.3％)

（参考）
R4年度流通量

71.5万トン(81.1％)



〇 小麦の国際価格は、令和４年８月下旬以降、ウクライナ情勢の緊迫化により上昇したが、11月以降

は、穀物合意の期間延長等により下落。

〇 令和５年２月以降は、米国の主要小麦産地での降雨や天候改善等により下落。その後は、ウクライ

ナ情勢を踏まえて不安定ではあるものの、おおむねウクライナ情勢の緊迫化前を下回る水準で推移。

3.0

4.0

5.0

6.0

7.0

8.0

9.0

10.0

11.0

12.0

13.0

14.0

15.0

R3.9 R3.10 R3.11R3.12 R4.1 R4.2 R4.3 R4.4 R4.5 R4.6 R4.7 R4.8 R4.9 R4.10 R4.11R4.12 R5.1 R5.2 R5.3 R5.4 R5.5 R5.6 R5.7 R5.8 R5.9 R5.10 R5.11R5.12 R6.1 R6.2

豪州産小麦の生
産量が過去最高
の見通し

ロシアによる
輸出規制強化
の懸念

カナダ、米国の
生産量の見通し
引下げ

アルゼンチン
の豊作見通し

豪州の品質
低下懸念

注：１bu（ブッシェル）＝小麦：27.2ｋｇ
9月第2週 3月第1週 第2週 9月第1週 第2週

最高値14.25ドル/bu
（R4.3.7）

13.48ドル/bu
（R4.3.4）

R４.10期算定期間

米国の冬小麦
の作柄懸念

米国の作付
意向面積の
増加

インドの輸出停止
ウクライナ産穀物の輸出
の停滞

国連のウクライナ産
穀物の輸出再開に
向けた支援計画

米国産小麦の作付面積増加
及び冬小麦の収穫進展

ウクライナ産
穀物の輸出
再開合意

ウクライナ産
穀物の輸出
再開

ウクライナ
侵攻による
供給懸念

ウクライナ情勢の
緊迫化 穀物合意の

期間延長

ドル／bu

3月第1週 第2週

米国の主要
小麦産地で
の天候改善

米国の冬小麦
の作柄懸念

豪州産小麦
の生産量が
過去最高の
見通し

R４.４期算定期間 R５.４期算定期間 R５.10期算定期間

ウクライナ産
穀物の輸出
合意の不透
明感

ウクライナ産
穀物の輸出
合意の停止

9月第1週 第2週

米国産の在庫の
上方修正と低調な
輸出需要

米国の主要
小麦産地で
の降雨 穀物合意の

期間延長
ロシア産の
輸出増加
見通し

米国産の輸出
需要改善

R６.４期算定期間

ドル安による
米国産の国際
競争力の高まり

小麦の国際価格の動向
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：買付価格 ：政府売渡価格

〇 ウクライナ情勢による高騰を受け、令和４年10月期においては緊急措置により実質据置き、令和５年４月

においては激変緩和措置として上昇幅の抑制を行ったが、その後、買付価格はウクライナ情勢前の水準に落

ち着いたことから、令和５年10月期は、直近６か月間の平均買付価格をベースに算定し、68,240円/トン（対

前期比▲11.1％）としたところ。

〇 令和６年４月期の売渡価格も、同様に直近６か月間の買付価格（令和５年９月第２週～令和６年３月第１

週）の平均買付価格をベースに算定し、67,810円/トン（対前期比▲0.6％）とする。

令和６年４月期の政府売渡価格

４

令和４年４月期 令和４年10月期 令和５年４月期 令和５年10月期 令和６年４月期



10 49,210
11 49,210
12 49,210
1 49,210
2 49,210
3 49,210
4 51,930
5 51,930
6 51,930
7 51,930
8 51,930
9 51,930

10 61,820
11 61,820
12 61,820
1 61,820
2 61,820
3 61,820
4 72,530
5 72,530
6 72 530
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政府売渡価格（５銘柄加重平均）

H20.4
69,120円

H20.10
76,030円

H21.4
64,750円

年月

H22.４
47,160円

Ｈ22Ｈ21Ｈ20Ｈ19 Ｈ23

H23.4
56,710円

H23.10
57,720円

Ｈ24

H24.4
48,780円

Ｈ25

H24.10
50,130円

H25.4
54,990円

Ｈ26

+30%

+10%

+18%
+2%

▲15%

+3%

+9.7%

+4.1%

+1%

▲5%

▲23%

▲14.8%

注：平成25年10月期以前は、消費税5%込みの価格であり、平成26年４月期以降は、消費税8%込みの価格である。

H26.4
58,590円

+2.3%

▲0.4%
H26.10
58,330円

+3.0%

Ｈ27

▲5.7%

H27.4
60,070円

Ｈ28

H27.10
56,640円

▲7.1%
H28.4

52,610円
▲7.9%

Ｈ29

H28.10
48,470円

+4.6%

+3.6%H29.4
50,690円

+3.5%

Ｈ30

H29.10
52,510円

H30.4
54,370円

+2.2%

Ｈ31

H30.10
55,560円

▲8.7%

R2

▲1.7%

R元.10
49,890円

+3.1%

R元

円/ﾄﾝ（税込み）

R2.4
51,420円

▲4.3%
R2.10

49,210円

H19.10
53,270円

R3

H21.10
49,820円

H31.4
54,630円

H25.10
57,260円

H22.10
47,860円

R3.4
51,930円

+5.5%
H19.4

48,430円

+10%

R3.10
61,820円

+19.0%

R4

R4.4
72,530円

+ 17.3%

＊政府売渡価格

令和５年10月期 令和６年４月期 

68,240円／トン → 67,810円／トン（▲0.6％）

 （参考）

過去高かった政府売渡価格： 76,750円／トン（R5.4）、76,030円／トン（H20.10）、72,530円／トン（R４.４、R4.10） 、 69,120円／トン（H20.４）

過去大きかった引下げ率： ▲23％（H21.10）、 ▲15％（H24.４）、 ▲14.8％（H21.４）、▲11.1％（R5.10）、 ▲8.7％（R元.10）

R5

R4.10
72,530円

(実質据置き)

R5.4
76,750円
+ 5.8%

R6.4
67,810円

▲0.6%

▲11.1%
R5.10

68,240円

R6

輸入小麦の政府売渡価格の推移
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Sheet1

						政府売渡価格 セイフウリワタシカカク						基準価格 キジュンカカク

				5銘柄 メイガラ		標準売価 ヒョウジュンバイアタイ		連動制 レンドウセイ

				買付価格 カイツケカカク		18.2-19.3		4月期 ガツキ		10月期 ガツキ		4月期基準 ガツキキジュン		10月期基準 ガツキキジュン

		18.4		28,897		47,820

		5		28,625		47,820

		6		28,650		47,820

		7		30,029		47,820

		8		29,526		47,820

		9		30,234		47,820

		10		32,686		47,820

		11		33,228		47,820

		12		34,030		47,820								36,261

		1		34,398		47,820								36,261		平成19年 ヘイセイネン

		2		35,061		47,820								36,261

		3		35,212		47,820								36,261

		4		35,801				48,430						36,261

		5		36,077				48,430						36,261

		6		39,687				48,430				54,719		36,261

		7		41,528				48,430				54,719		36,261

		8		42,548				48,430				54,719

		9		50,237				48,430				54,719

		10		59,654				53,270		53,270		54,719

		11		56,504				53,270		53,270		54,719

		12		65,088				53,270		53,270		54,719		65,874

		1		66,834				53,270		53,270		54,719		65,874		平成20年 ヘイセイネン

		2		75,766				53,270		53,270				65,874

		3		82,571				53,270		53,270				65,874

		4		63,086				69,120						65,874

		5		58,995				69,120						65,874

		6		52,247				69,120				45,775		65,874

		7		56,935				69,120				45,775		65,874

		8		53,366				69,120				45,775

		9		55,403				69,120				45,775

		10		48,516				76,030		76,030		45,775

		11		29,917				76,030		76,030		45,775

		12		25,339				76,030		76,030		45,775

		1		27,483				76,030		76,030		45,775				平成21年 ヘイセイネン

		2		28,261				76,030		76,030

		3		30,098				76,030		76,030

		4		30,333				64,750

		5		32,103				64,750

		6		32,548				64,750

		7		28,839				64,750

		8		28,561				64,750

		9		28,157				64,750

		10		27,429				49,820		49,820

		11		27,573				49,820		49,820

		12		27,466				49,820		49,820

		1		27,613				49,820		49,820						平成22年 ヘイセイネン

		2		27,747				49,820		49,820

		3		28,257				49,820		49,820

		4		29,276				47,163

		5		28,098				47,163

		6		27,288				47,163

		7		27,302				47,163

		8		32,450				47,163

		9		35,713				47,163

		10		34,089				47,860		47,860

		11		36,561				47,860		47,860

		12		39,540				47,860		47,860

		1		39,283				47,860		47,860						平成23年 ヘイセイネン

		2		42,308				47,860		47,860

		3		39,916				47,860		47,860

		4		41,266				56,710

		5		42,390				56,710

		6		39,823				56,710

		7		35,048				56,710

		8		33,290				56,710

		9		32,987				56,710

		10		30,638				57,720		57,720

		11		30,079				57,720		57,720

		12		28,618				57,720		57,720

		1		28,458				57,720		57,720

		2		30,454				57,720		57,720

		3		32,026				57,720		57,720

		4		31,542				48,780

		5		29,533				48,780

		6		28,703				48,780

		7		33,116				48,780

		8		35,444				48,780

		9		34,664				48,780

		10		34,533				50,130		50,130

		11		35,831				50,130		50,130

		12		36,716				50,130		50,130

		1						50,130		50,130

		2						50,130		50,130

		3						50,130		50,130

		4						54,990

		5						54,990

		6						54,990

		7						54,990

		8						54,990

		9						54,990

		10						57,260

		11						57,260

		12						57,260

		1						57,260

		2						57,260

		3						57,260

		4						58,590

		5						58,590

		6						58,590

		7						58,590

		8						58,590

		9						58,590

		10						58,330

		11						58,330

		12						58,330

		1						58,330

		2						58,330

		3						58,330

		4						60,070

		5						60,070

		6						60,070

		7						60,070

		8						60,070

		9						60,070

		10						56,640

		11						56,640

		12						56,640

		1						56,640

		2						56,640

		3						56,640

		4						52,610

		5						52,610

		6						52,610

		7						52,610

		8						52,610

		9						52,610

		10						48,470

		11						48,470

		12						48,470

		1						48,470

		2						48,470

		3						48,470

		4						50,690

		5						50,690

		6						50,690

		7						50,690

		8						50,690

		9						50,690

		10						52,510

		11						52,510

		12						52,510

		1						52,510

		2						52,510

		3						52,510

		4						54,370

		5						54,370

		6						54,370

		7						54,370

		8						54,370

		9						54,370

		10						55,560

		11						55,560

		12						55,560

		1						55,560

		2						55,560

		3						55,560

		4						54,630

		5						54,630

		6						54,630

		7						54,630

		8						54,630

		9						54,630

		10						49,890

		11						49,890

		12						49,890

		1						49,890

		2						49,890

		3						49,890

		4						51,420

		5						51,420

		6						51,420

		7						51,420

		8						51,420

		9						51,420

		10						49,210

		11						49,210

		12						49,210

		1						49,210

		2						49,210

		3						49,210

		4						51,930

		5						51,930

		6						51,930

		7						51,930

		8						51,930

		9						51,930

		10						61,820

		11						61,820

		12						61,820

		1						61,820

		2						61,820

		3						61,820

		4						72,530

		5						72,530

		6						72,530

		7						72,530

		8						72,530

		9						72,530

		10						72,530

		11						72,530

		12						72,530

		1						72,530

		2						72,530

		3						72,530

		4						76,750

		5						76,750

		6						76,750

		7						76,750

		8						76,750

		9						76,750

		10						68,240

		11						68,240

		12						68,240

		1						68,240

		2						68,240

		3						68,240

		4						67,810

		5						67,810

		6						67,810

		7						67,810

		8						67,810

		9						67,810
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円/ﾄﾝ(税込み)





○ 輸入小麦の政府売渡価格は、買付価格にマークアップ（政府管理経費及び国内産小麦の生産振興対策に充
当）と港湾諸経費を上乗せし、年２回（４月期、10月期）改定。

○ ６か月間の買付価格の平均により算定することで、国際相場の変動等の影響を緩和した上で売渡価格に反映。

政府売渡価格の構成

マークアップ

港 湾 諸 経 費

買 付 価 格

（６か月平均）

平均買付価格の算定

買付価格（国際相場、為替の影響により変動）

（６か月間の買付価格を平均することで価格変動の影響を緩和）

６か月間

買付価格（６か月平均）

・

・
・ ・

・

・
・

・

・ ・

・

通常の輸入小麦の政府売渡制度
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輸入麦の輸入差益及び使途について

国内産麦の生産振興対策

国内産麦販売価格

一般会計からの繰入

○ 輸入麦の輸入価格に上乗せされる輸入差益は、国内産麦の生産振興及び輸入麦の売買を行うために必要な

政府管理経費（※）のみに充当。

○ 輸入差益の使途（食糧管理勘定のイメージ図）

売渡価格

麦
生
産
農
家
収
入

国内産麦生産振興原資

政府管理経費(※)

輸入価格

※ 輸入麦の備蓄等に要する経費。

輸入差益

７



国内産麦の取引の仕組み

○ 国内産麦の民間流通（例）

生産者団体から販売予定数量、需要者団体から購入希望数量の相互提示
収穫前年
７月～

８～９月 入札取引の実施（販売予定数量の約３～４割）

相対取引の実施（販売予定数量の約６～７割）

は 種（秋まき。春まきは収穫年の４月）

収 穫 及 び 検 査

生産者団体と需要
者の間で、は種前
に契約を締結 ９月～

需 要 者 へ 引 渡 し６月～

＜生産の流れ＞

～１２月

収穫年

６月～８月

注：生産者団体と需要者で構成する民間流通連絡協議会において、値幅制限等の入札の仕組みが協議・決定されている。

麦の生育期間

＜契約の流れ＞

は種前契約に
基づき、計画的
に作付（は種）

○ 国内産麦は、需要に応じた計画的生産を促進するため、収穫の前年（は種前）に生産者と需要者（製粉

企業等）の間で取引数量及び取引価格について契約を結び、その契約に基づき取引を実施。

○ 販売予定数量の約３～４割について入札を行い、残りは、入札で形成された価格を基本とする相対取引

が行われているところ。
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○ 国産小麦の産地銘柄別落札価格の推移 ○令和６年産国産小麦の産地別銘柄別落札価格

注１：国産小麦の価格は、（一社）全国米麦改良協会が実施する民間流通麦にかかる入札の落札加重平均価格（税込
み）。年産の下段の（ ）内は当該第１回入札の実施年月である。

注２：外国産小麦の価格は、18年までは平均実績価格であり、19年以降は輸入麦の政府売渡価格（６年産国産小麦の入
札実施時期である令和５年４月期まで記載）。

注３：ホクシン（きたほなみ）については、22年産までは「ホクシン」の価格であり、23年産からは「きたほなみ」の
価格である。

注４：さぬきの夢については、24年産までは「さぬきの夢2000」の価格であり、25年産からは「さぬきの夢2009」の価
格である。

注５：農林61号（さとのそら）については、23年産までは「農林61号」の価格であり、24年産からは「さとのそら」の
価格である。

資料：農林水産省調べ
注：外国産小麦５銘柄加重平均価格は、令和５年４月期の輸入小麦の政府売渡価格である。

北海道はるきらり  69,966

（単位：円/トン、税込み）

80,000

北海道ゆめちから  72,243

福岡ミナミノカオリ 67,584

愛知ゆめあかり  72,902

茨城さとのそら  70,890

佐賀チクゴイズミ  74,148

全銘柄落札加重平均 72,273

香川さぬきの夢2009   62,085

北海道きたほなみ   70,991

外国産小麦5銘柄加重平均 76,750

群馬さとのそら  74,153

大分チクゴイズミ 73,545

福岡シロガネコムギ 74,706

佐賀シロガネコムギ 73,942

60,000

福岡チクゴイズミ  73,659

滋賀ふくさやか     69,102

岐阜イワイノダイチ 70,069

埼玉さとのそら  76,782

群馬つるぴかり  91,447

北海道春よ恋  88,502

愛知きぬあかり    75,569

70,000

埼玉あやひかり  80,233

岐阜さとのそら  70,279

90,000

滋賀びわほなみ   76,193

佐賀はる風ふわり   68,158岩手ゆきちから  68,801

宮城 夏黄金   83,235

資料：農林水産省調べ。

国内産小麦の産地別銘柄別取引価格の動向

○ 令和６年産国産小麦の全銘柄落札加重平均価格は、72,273円（税込み）／トン。
○ 令和６年産国産小麦の入札結果をみると、需給状況等を反映して産地銘柄別の落札価格に差が生じている。
○ 代表的な銘柄である北海道産「きたほなみ」は、前年産の価格を4.3％上回る70,991円/トン。
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製粉企業の状況について

○令和４年度の製粉企業数は63社であり、10年前と比較して31社減少。

○一方、令和４年度の小麦粉の生産量は4,616千トンであり、10年前と比べ若干減少。

○業種概況

資料：農林水産省調べ

10

項目 H24年度 R４年度

企業数 94 63

工場数 117 85

従業員数（人） 3,245 2,749

生産数量（千ﾄﾝ） 4,853 4,616
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